
６
月
18
日
～
19
日
、
東
京
教
会

管
区
会
議
（
札
幌
・
仙
台
・
新
潟
・

さ
い
た
ま
・
東
京
・
横
浜
の
６
教

区
の
司
教
・
事
務
局
長
会
議
）
が

開
催
さ
れ
、
勝
谷
司
教
、
松
村
事

務
局
長
が
参
加
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
日
頃
か
ら
教

区
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
課
題
を

共
有
し
、
解
決
策
に
向
け
た
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
。
普
段
司
教
会

議
で
話
さ
れ
る
内
容
は
、
日
本
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
し
て
の
公
式

な
議
論
が
多
い
が
、
事
務
局
長
や

事
務
担
当
者
が
入
る
こ
と
に
よ
り

教
区
運
営
に
つ
い
て
細
か
な
話
し

合
い
が
行
わ
れ
た
。

主
な
議
題
は
各
教
区
の
現
勢
報
告
に
加
え
、
抱
え
て
い
る
財
政
問

題
や
人
材
不
足
の
対
応
策
、
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
︱
の
姿
勢
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
対
応
、
ベ
ト
ナ
ム
人
オ
ン
ラ
イ
ン
司
牧
な
ど
。

休
憩
中
に
は
事
務
局
長
た
ち
が
日
ご
ろ
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
っ
た
。
参
加
し
た
松
村
神
父
は
大
阪
や
札
幌
で

の
経
験
を
も
と
に
、
宣
教
師
の
入
管
手
続
き
や
教
区
が
持
つ
不
動
産

へ
の
対
応
、
独
自
に
作
っ
た
墓
じ
ま
い
の
祈
り
、
教
区
行
事
時
の
典

礼
用
具
の
入
手
、
各
種
法
整
備
（
規
約
・
規
程
）
の
問
題
に
つ
い
て

も
分
か
ち
合
い
、
今
後
事
務
局
長
同
士
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
得
手

不
得
手
を
補
い
合
え
る
よ
う
に
と
の
意
見
も
交
わ
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
管
区
会
議
の
場
を
通
し
て
、
札
幌
・
仙
台
・
新
潟

教
区
連
合
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
入
門
・
結
婚
講
座

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
教
区
を
越
え
た
新
た

ら
し
い
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
教
区
単
独
だ
け
で
な
く
、

他
教
区
と
連
携
し
て
働
い
て
い
け
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

（
教
区
事
務
局
長
・
松
村
繁
彦
）
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ア
ド
・
リ
ミ
ナ
報
告

ベ

ル

ナ

ル

ド

・

勝

谷

太

治

司

教

アド・リミナ【 ad limina】
ラテン語で「使徒たちの墓所の訪問」を意味する言葉の
略称。教区司教が5年に1度、聖ペトロと聖パウロの墓を
巡礼し、教皇に謁見して、担当する教区の状況について
教皇に報告書を提出するもの。今回は20 24年4 月8日～
13日迄。日本の司教団訪問の様子はカトリック中央協議
会のウェブサイトやYouTubeなどで見ることができる。
https://www.cbcj.catholic.jp/20 24/04/09/29 427/

東

京

教

会

管

区

会

議

（

群

馬

県

・

渋

川

市

）

今
年
４
月
に
９
年
ぶ
り
と
な
る
日
本
の
司
教
団
の
バ
チ
カ

ン
へ
の
定
期
訪
問
（
ア
ド
リ
ミ
ナ
）
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
来
は
５
年
ご
と
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
延
期
と

な
っ
て
い
た
の
で
す
。
期
間
中
、
司
教
た
ち
は
、
バ
チ
カ
ン

の
各
省
庁
を
回
り
、
日
本
や
各
教
区
の
報
告
や
意
見
交
換
等

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

期
間
最
終
日
、
教
皇
様
と
の
謁
見
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

従
来
で
す
と
、
各
司
教
一
人
ひ
と
り
面
談
が
行
な
わ
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
前
回
の
ア
ド
リ
ミ
ナ
か
ら
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

教
皇
は
全
司
教
と
車
座
に
な
り
、
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
取
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
話
題
に
つ
い
て
話
し
を
す
る
よ
う
に
な
さ
い

ま
し
た
。
車
い
す
で
部
屋
に
入
っ
て
こ
ら
れ
た
教
皇
様
は
私

た
ち
の
席
の
近
く
ま
で
来
て
立
ち
上
が
り
、
自
分
で
杖
を
つ

き
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
自
席
ま
で
歩
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

席
に
着
く
と
、
緊
張
の
面
持
ち
の
司
教
た
ち
に
向
か
っ
て
冗

談
っ
ぽ
く
、
「
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
た
け
れ
ば
自
由
に
、
ト
イ

レ
は
あ
ち
ら
に
あ
る
の
で
い
つ
で
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
私

た
ち
は
人
間
で
す
か
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
緊
張
を
和
ま
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
書
類
で
提
出
し
て
い
る
こ
と

は
後
で
確
認
で
き
る
の
で
、
形
式
的
な
や
り
取
り
を
省
き
、

す
ぐ
に
自
由
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
多
く
の
事

柄
に
つ
い
て
忌
憚
な
い
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
詳

細
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

最
後
に
「
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
ユ
ー

モ
ア
を
忘
れ
る
な
」
と
茶
目
っ
気
の
あ
る
笑
顔
で
語
ら
れ
、

そ
し
て
、
「
私
の
た
め
に
祈
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
真
剣
に
わ

た
し
た
ち
に
願
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
司

教
団
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
信
者
に
向
か
っ
て

お
願
い
さ
れ
た
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
祈
り
も
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



６
月
４
日
～
６
日
、
全
道
司
祭
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
札
幌
北
広
島
ク
ラ
ッ

セ
ホ
テ
ル
で
最
終
日
の
派
遣
ミ
サ
は
北
広
島

教
会
で
行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
聖
職
者
は
司

教
・
司
祭
・
助
祭
・
修
道
者
を
含
め
昨
年
よ

り
も
４
名
多
い
34
名
で
あ
っ
た
。
今
年
も
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
管
区
長
の
桑
田
神
父
が
東
京

か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
他
、

新
た
に
司
牧
協
力
者
と
し
て
札
幌
西
ブ
ロ
ッ

ク
で
働
か
れ
て
い
る
シ
ス
タ
ー
松
宮
（
コ
ン

グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道

会
）
も
参
加
し
た
。

今
回
の
大
会
テ
ー
マ
は
「
外
国
か
ら
日
本

に
来
ら
れ
た
方
に
対
す
る
司
牧
に
つ
い
て
～

ベ
ト
ナ
ム
人
～
」
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会

修
道
士
で
麹
町
教
会
の
助
任
司
祭
で
も
あ
る

ヨ
ゼ
フ
・
グ
エ
ン
・
タ
ン
・
ニ
ャ
ー
神
父
に

講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
ベ
ト
ナ
ム
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
歴
史
か
ら
現
代
の
ベ
ト
ナ

ム
人
信
徒
の
信
仰
ま
で
お
聞
き
し
た
。

ま
ず
、
日
本
で
迫
害
さ
れ
追
放
さ
れ
た
宣

教
師
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
渡
り
宣
教
を
続
け
て

い
た
こ
と
を
聞
き
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
と
の
つ
な
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
日
本
に
来
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
信
徒

の
信
仰
に
つ
い

て
聞
き
、
と
て

も
強
い
信
仰
を

持
っ
て
い
る
こ

と
や
、
聖
体
拝

領
や
結
婚
な
ど

の
秘
跡
に
対

し
厳
格
な
意

識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を

理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

大
会
の
中

で
司
祭
の
動

向
が
発
表
さ

れ
、
叙
階
60

年
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
祝
の

司
祭
３
人
（
第
42
号
で
報
告
済
み
）
を
お
祝

い
し
、
ま
た
叙
階
70
年
の
ド
ミ
ニ
コ
神
父
に

つ
い
て
も
月
形
藤
の
園
で
元
気
で
あ
る
と
報

告
さ
れ
た
。
最
終
日
の
ミ
サ
は
勝
谷
司
教
が

司
教
会
議
に
よ
り
不
在
で
あ
っ
た
が
、
司
教

総
代
理
の
今
田
神
父
が
司
式
し
、
叙
階
60
年

の
マ
ン
フ
レ
ー
ド
神
父
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
説
教
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
ま
た
来
年
の

集
ま
り
に
期
待
し
た
い
。
（
佐
藤
謙
一
神
父
）

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
が
、
６
月
８
日

（
土
）
札
幌
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
対
面
18
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
８
名
、

計
26
名
が
参
加
し
た
。

勝
谷
司
教
の
祈
り
か
ら
始
ま
り
、
冒
頭
の

司
教
報
告
で
は
、
札
幌
教
区
司
祭
の
動
向
に

つ
い
て
触
れ
、
教
区
か
ら
離
れ
る
司
祭
が
い

る
一
方
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
韓
国
か
ら
札
幌

教
区
で
働
く
た
め
に
司
祭
が
来
道
す
る
と
い

う
嬉
し
い
情
報
も
報
告
さ
れ
た
。

続
く
議
事
で
は
、
２
０
２
４
年
５
月
末
で

任
期
が
終
了
し
た
評
議
員
メ
ン
バ
ー
の
確
認

が
行
た
わ
れ
た
あ
と
、
主
な
議
題
で
あ
る

「
一
粒
会
」
設
置
と
そ
の
規
約
に
つ
い
て
の

協
議
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
た
。
会
議
の
中
で

一
粒
会
設
置
目
的
に
つ
い
て
「
教
区
全
体
で

教
区
で
働
く
司
祭
・
修
道
者
の
た
め
に
祈
り
、

支
え
、
そ
し
て
自
ら
生
み
出
し
て
い
く
」
こ

と
を
意
識
す
る
た
め
で
あ
る
旨
確
認
さ
れ
た
。

司
祭
の
高
齢
化
と
減
少
に
よ
り
司
牧
現
場
が

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
粒
会

に
よ
っ
て
教
区
全
体
の
意
識
高
揚
に
繋
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
（
佐
久
間
力
神
父
）
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全
道
司
祭
大
会

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

教 皇庁福音 宣教省は2 02 4年 3月に 、東京カ トリック 神学院と
福岡サン・スルピス大神学院を一つの日本の神学院、日本カトリッ
ク神 学院とするこ とを決定し、4 月から両 神学院の学生 が旧東京
カトリック神学院の校舎で養成を受ける事となった。

か つてはそれぞれの 神学院が独自養成 をしてきたが、 200 9年
に一 度合併、 その後2 01 9年に は再度分 割され、 2校体 制となっ
た。しか し召命減少や講師不足などもあ り、改めて一つの神学院、
日本カトリック神学院となって再出発することとなった。

神学生は1 年の予科を1学年だけで過 ごし、2年目から他の神学
生たちに 交じって共同生活を行う。最終 学年の助祭で、助祭の学
びや最終 試験を受け、卒業後に各出身教 区に派遣され叙階の秘跡
を受ける 。この度、初年度養成にあたる 予科生の為の予科棟も設
立さ れ、6月か ら落ち着いた 雰囲気の中で 養成が行われ ていた。

（教区事務局長・松村繁彦） 遠く昔、ドイツのフルダ地区から多くのフランシス
コ会の兄弟たちが北海道に、旭川に、最初の宣教地
として派遣されてきました。100歳までこの地で働き、
多くの人々と親しく交わり愛されるドミニコ神父様。
私たち兄弟として感謝の気持ちを伝えるとともに、
皆様にも喜びと感謝を分かち合っていただけたらと
思います。（フランシスコ修道院長・長尾俊宏神父）

ドミニコ・バウア神父 / BAUER , Dominicus Al oi s
1923年12月19日ドイツ・ツィーゲンハイン生まれ。
1954年4月25日叙階。1956年10月6日来日、大町・名寄・
砂 川・末広・羽幌・士別・滝川 の各教会歴任、教誨師も務
めた。2014年現役引退。2022年2月16日月形藤の園入所。

ニャー神父

ドミニコ神父様プラチナ祝日本カトリック神学院に
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委 員 会 名 等 役員・委員名 任期 備 考

宗教法人責任役員

勝 谷 太 治 司 教 教区長 代表役員

今 田 玄 五 師

３年祐 川 郁 生 師

佐 藤 謙 一 師

教区顧問会

今 田 玄 五 師

５年

司教総代理

上 杉 昌 弘 師 北見地区長

祐 川 郁 生 師 函館地区長

佐 藤 謙 一 師 札幌地区長

ラ イ ヤ 師 メリノール会

間 野 正 孝 師 フランシスコ会

松 村 繁 彦 師 事務局長

教区司祭評議会

司教総代理 今 田 玄 五 師

３年

司教総代理

事務局長 松 村 繁 彦 師 事務局長

札幌地区 ◎ 佐 藤 謙 一 師 地区長

間 野 正 孝 師

北見地区 内 藤 孝 文 師 地区長代理

釧路地区 川 上 剛 師 地区長

旭川地区 佐 久 間 力 師 地区長
苫小牧地区 蓑 島 克 哉 師 地区長

函館地区 祐 川 郁 生 師 地区長

教区宣教司牧評議会

司教総代理 今 田 玄 五 師

２年

司教総代理

事務局長 松 村 繁 彦 師 事務局長

札幌地区 佐 藤 謙 一 師 地区長

後 藤 義 信 師

間 野 正 孝 師

北見地区 内 藤 孝 文 師 地区長代理

釧路地区 川 上 剛 師 地区長

旭川地区 ◎ 佐 久 間 力 師 地区長

ナ ル チ ゾ 師

苫小牧地区 蓑 島 克 哉 師 地区長

ラ イ ヤ 師

函館地区 祐 川 郁 生 師 地区長

教区委員会

財政委員会 松 村 繁 彦 師

２年

現在休止

青少年委員会 佐 久 間 力 師

千 葉 充 師

教区神学生養成委員会 祐 川 郁 生 師

◎ 佐 藤 謙 一 師

桶 田 達 也 師

典礼委員会 ラ イ ヤ 師 苫小牧地区

◎ 佐 藤 謙 一 師 札幌地区

李 動 珍 師 函館地区

今 田 玄 五 師 旭川地区

プ ポ 師 釧路地区

上 杉 昌 弘 師 北見地区
広報委員会 松 村 繁 彦 師 司祭委員 佐藤・佐久間

聖書委員会 蓑 島 克 哉 師 司祭委員 松村

学校支援委員会 上 杉 昌 弘 師 司祭委員 松村・佐久間・蓑島

社会委員会

難民移住移動者委員会 祐 川 郁 生 師

ベトナム人司牧担当 チャ ン ・タ ン ・ラ ム 師

カリタス・ジャパン 松 村 繁 彦 師

札幌カリタス 佐 藤 謙 一 師

正義と平和協議会 蓑 島 克 哉 師

エキュメニカル 蓑 島 克 哉 師

月例関係

月例静修委員会 新 海 雅 典 師

２年千 葉 充 師

佐 久 間 力 師

その他
ハラスメント対応デスク 担当 松 村 繁 彦 師

ハラ スメ ント 対応 デス ク 対 応委 員会 担 当 司 祭 を 置 く （非公表対応）

2024年度 教区関係機関 担当司祭一覧

◎運営委員長 20 24年6月5 日 現在
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収入の部
勘定 科目 予 算額 決 算額 摘 要

分 担金 収入 8 0,0 40 ,0 00 8 0,0 55 ,00 0
教区 本部 分担 金（ 札幌 地区） 5 3,0 00 ,0 00 5 3,0 00 ,00 0
教区 本部 分担 金（ 苫小 牧地区 ） 5,6 90 ,0 00 5,6 90 ,00 0
教区 本部 分担 金（ 旭川 地区） 7,2 60 ,0 00 7,3 25 ,00 0 前 年分 1件
教区 本部 分担 金（ 釧路 地区） 3,3 30 ,0 00 3,2 80 ,00 0 減 額1 件
教区 本部 分担 金（ 函館 地区） 9,0 60 ,0 00 9,0 60 ,00 0
教区 本部 分担 金（ 北見 地区） 1,7 00 ,0 00 1,7 00 ,00 0

一般 寄付金 5,0 00 ,0 00 5,8 54 ,78 7 修 道会 ・墓 地献 金他
特別 寄付金 0 63 ,41 6 移 住移 動委 のた め
司祭 寄付金 0 1,0 00 ,00 0 司 祭1
広報 の日献 金振 替収 入 4 00 ,0 00 3 54 ,80 7 広 報の 日献 金収 入の 50 ％
難民 移住移 動の 日献 金振 替収 入 4 00 ,0 00 3 65 ,08 1 移 住移 動献 金収 入の 50 ％
その 他援助 金収 入 0 0
受取 利息配 当金 収入 5 00 36 3
賃貸 料収入 4,2 00 ,0 00 4,2 06 ,00 0 カ トリ ック 学園 家賃 ・電 柱地 代
特定 積立金 取崩 収入 （一 般口 ） 5,0 00 ,0 00 4,8 40 ,00 0 白 石2 号墓 分
特定 積立金 取崩 収入 （青 少年 ） 1,1 00 ,0 00 1,1 00 ,00 0
特定 積立金 取崩 収入 （管 理口 ） 1 2,5 00 ,0 00 7,8 60 ,00 0 管 理部 門経 費一 部
特定 積立金 取崩 収入 （司 祭口 ） 2,8 00 ,0 00 2,4 90 ,00 0 司 祭車 両手 当1 /2
退職 積立金 取崩 収入 0 0
祭儀 献金収 入 3 2,0 00 ,0 00 3 6,0 97 ,30 0 司 祭・ フラ ンシ スコ 会よ り
未収 入金 0 0
雑収 入 3 00 ,0 00 2 08 ,80 0 移 住者 連帯 NW 他・職 員派 遣謝 金

計 14 3,7 40 ,5 00 14 4,4 95 ,55 4
前年度 繰越 金 1 0,1 82 ,7 69 1 0,1 82 ,76 9

合 計 15 3,9 23 ,2 69 15 4,6 78 ,32 3

支出の部
勘定 科目 予 算額 決 算額 摘 要

宗 教活 動費 支出 5,1 00 ,0 00 7,4 20 ,96 5
祭儀 費 6 00 ,0 00 2,3 42 ,77 5 司 祭葬 儀・ 典礼 書・ 聖香 油ミ サ他
図書 資料 費 2 00 ,0 00 1 15 ,95 8 カ トリ ック 新聞 ・NH K他
教区 宣教 活動 費 3,0 00 ,0 00 4,1 47 ,27 4 正 平協 ・青 年の 家・ 教区 宣司 評他
国際 協力活 動費 1,3 00 ,0 00 8 14 ,95 8 移 住移 動者 委員 会

一 般寄 付金 支出 2 2,5 00 ,0 00 2 2,7 49 ,90 0 フ ラン シス コ会 へ
宣 教省 献金 支出 1,0 00 ,0 00 1,0 00 ,00 0
分 担金 支出 1,5 60 ,0 00 1,6 78 ,00 0

中央 協議 会分 担金 9 60 ,0 00 9 60 ,00 0
東京 管区裁 判所 経費 分担 金 1 00 ,0 00 2 18 ,00 0
放送 分担 金 5 00 ,0 00 5 00 ,00 0 こ ころ のと もし び

本 部援 助金 支出 0 0
人 件費 支出 6 4,6 70 ,0 00 5 8,7 31 ,75 9

本部 司祭 給与 4 4,6 90 ,0 00 4 0,6 80 ,75 0 給 与賞 与2 1名 ・車 両手 当17 名
本部 司祭 法定 福利 費 4,8 80 ,0 00 3,8 66 ,00 7
本部 職員 給与 1 3,1 00 ,0 00 1 2,2 08 ,78 0 職 員3 名・ パー ト2 名（ 内1名 北1 条と 折半 ）
本部 職員 法定 福利 費 2,0 00 ,0 00 1,9 76 ,22 2
退職 金 0 0

運 営管 理費 支出 3 1,7 30 ,0 00 2 5,4 92 ,24 1
業務 委託 費 9,5 00 ,0 00 1 0,5 74 ,71 5 賄 い・ 清掃 費・ 会計 ライ セン ス他
施設 設備修 繕費 2,5 00 ,0 00 2,0 61 ,73 0 駐 車装 置保 全・ 排水 修理 他
備品 修繕 費 1 00 ,0 00 12 ,76 0 湯 沸し 修理
墓地 管理 料 8 00 ,0 00 2 46 ,00 0 白 石プ レー ト・ マリ ア像 雪囲 い
損害 保険 料 6 00 ,0 00 5 83 ,55 0 火 災保 険・ 賠償 責任 保険
消耗 品費 1,0 00 ,0 00 1,2 61 ,68 0 事 務用 品・ PCソ フト ・3 階リ ネン 他
通信 運搬 費 1,0 00 ,0 00 9 65 ,26 1 電 話・ FA X ・ ネッ ト他
会議 費 1 00 ,0 00 66 ,02 2 8 回
渉外 費 2 00 ,0 00 1 20 ,15 5 外 部慶 弔・ 来客 司祭 接待 他
慶弔 費 1 00 ,0 00 20 ,90 0 葬 儀供 花・ 司教 花束
旅費 交通 費 1,0 00 ,0 00 1,0 91 ,83 0 司 教司 祭出 張旅 費
光熱 水費 7,8 20 ,0 00 5,1 95 ,32 8 電 気・ 水道 ・ガス
公租 公課 30 ,0 00 33 ,05 0 印 紙税 他
報酬 手数 料 3,0 00 ,0 00 1,1 36 ,73 6 会 計士 ・社 労士 ・振 込料 他
賃借 料 1,0 00 ,0 00 8 62 ,14 0 電 話機 ・P C・複 合機 リー ス
車両 費 5 00 ,0 00 2 21 ,09 7 ガ ソリ ン代
広報 費 2,0 00 ,0 00 6 29 ,93 6 教 区N EW S4 回
福利 厚生 費 4 50 ,0 00 4 03 ,03 6 司 祭職 員健 康診 断他
雑費 30 ,0 00 6 ,31 5 ゴ ミ処 理他

建 物取 得支 出 0 0
建 物付 属設 備支 出 0 0
構 築物 取得 支出 5,0 00 ,0 00 4,8 40 ,00 0 白 石2 号墓
機 器備 品取得 支出 3 00 ,0 00 0
退 職金 積立 支出 7 50 ,0 00 7 50 ,00 0 職 員退 職積 立3 名
営 繕等 積立 金繰 入支 出 1 5,0 00 ,0 00 1 5,0 00 ,00 0 セ ンタ ー積 立
予 備費 6,3 13 ,2 69 0

計 15 3,9 23 ,2 69 13 7,6 62 ,86 5
次 年度 繰越 金 0 1 7,0 15 ,45 8

合 計 15 3,9 23 ,2 69 15 4,6 78 ,32 3

 2023年度 カトリック札幌司教区本部一般会計 決算書
 （ 2023年4月1日～2024年3月31日 ）



ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
は
前
編
で
掲
載
し
た
が
、

後
編
で
は
、
そ
れ
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
被
害
者
達
の
声
を
掲
載
す
る
。
紙

面
の
都
合
上
全
員
の
記
述
を
掲
載
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
加
害
者

や
被
害
者
、
人
や
場
所
等
が
特
定
さ

れ
な
い
よ
う
、
一
部
文
章
を
変
更
し

抜
粋
掲
載
し
て
い
る
。

全
回
答
者
５
８
４
人
の
う
ち
２
３
７

人
41
％
が
「
教
会
内
で
、
い
じ
め
、

い
や
が
ら
せ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ

る
と
思
う
」
と
回
答
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
１
５
８
人
が
「
自
分
が
さ
れ

た
」
と
い
う
被
害
者
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
人
に
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け

た
後
ど
う
行
動
し
た
か
（
問
11
イ
）
」

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
信
徒
に
相
談
し

た
」
「
ど
こ
に
も
相
談
で
き
な
か
っ

た
」
と
回
答
し
た
人
が
同
数
39
％
で

最
も
多
く
二
極
化
し
て
い
る
。
被
害

者
の
具
体
的
行
動
は
次
の
通
り
。

▶
▼
加
害
行
為
者
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

「
本
人
に
も
伝
え
た
」
「
無
視
し
た
」

「
言
い
返
し
た
」
「
そ
の
場
を
は
ず

し
た
」
「
そ
れ
は
お
か
し
い
と
反
論

し
て
奉
仕
を
辞
め
た
」
「
そ
の
場
で

人
権
侵
害
に
当
た
る
と
伝
え
た
が
取

り
合
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
「
対

立
し
和
解
し
た
」

▶

▼
第
三
者
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

「
警
察
に
届
け
出
た
」
「
当
初
は
誰

に
も
巧
く
話
せ
な
か
っ
た
が
友
人
に

は
話
せ
た
。
30
年
経
っ
て
よ
う
や
く

教
区
事
務
局
へ
手
紙
を
出
し
た
」

「
役
員
会
で
話
し
た
」
「
そ
の
こ
と

に
関
わ
る
部
の
部
員
に
事
実
を
話
し

た
。
相
談
で
は
な
い
」
「
当
時
の
司

祭
が
私
を
怒
鳴
っ
た
信
徒
と
話
し
合

い
を
し
た
。
そ
の
後
司
祭
へ
の
風
当

た
り
が
強
く
な
っ
た
」

▶

▼
教
会
か
ら
距
離
を
置
く

「
教
会
で
は
ミ
サ
が
終
わ
っ
た
ら
す

ぐ
帰
宅
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
会

(

ミ
サ)

に
行
く
の
が
苦
痛
に
な
っ
た
」

「
自
分
は
間
違
っ
た
こ
と
を
し
て
い

な
い
と
思
い
教
会
か
ら
離
れ
な
か
っ

た
が
、
も
う
一
人
の
人
は
教
会
に
来

な
く
な
っ
た
」
「
教
会
か
ら
離
れ
た
」

▶

▼
何
も
せ
ず
我
慢
し
た

「
そ
の
う
ち
本
人
が
気
づ
く
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
放
っ
て
お
い
て
我
慢

し
た
」
「
そ
の
時
は
た
だ
び
っ
く
り

し
て
何
も
言
え
な
か
っ
た
」
「
あ
え

て
人
に
は
相
談
し
な
か
っ
た
」
「
ど

こ
に
も
相
談
す
る
気
は
な
か
っ
た
」

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
誰
か
に
相

談
し
た
と
い
う
回
答
者
１
０
６
人
へ

「
相
談
し
て
良
か
っ
た
か
（
問
11
ロ
）
」

の
設
問
の
自
由
記
述
は
次
の
通
り
。

▶
【
相
談
し
て
良
か
っ
た
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
47
％
】
▼
「
悩
み
を
共
有

し
て
く
れ
た
が
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ

た
」
「
話
す
こ
と
で
自
分
の
心
は
少

し
は
軽
く
な
る
が
解
決
に
は
な
ら
な

い
」
「
も
し
か
し
た
ら
解
決
す
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
が
、
や
は
り

解
決
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
「
相

談
相
手
は
介
入
で
き
な
い
立
場
な
の

で
何
の
解
決
に
も
な
ら
な
か
っ
た
」

「
ど
う
に
も
で
き
な
か
っ
た
」
「
信

者
同
士
で
愚
痴
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
」

「
以
前
相
談
し
た
時
に
『
よ
く
あ
る

こ
と
』
と
ス
ル
ー
さ
れ
た
」
「
何
も

変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
教
会
か
ら
離

れ
た
」
な
ど
、
問
題
解
決
に
至
ら
な

か
っ
た
と
い
う
記
述
が
多
い
。
そ
の

理
由
と
し
て
「
加
害
者
達
の
自
覚
の

問
題
。
多
分
全
く
な
い
」
な
ど
、
加

害
者
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
意
識
の
低
さ

を
指
摘
す
る
声
が
他
に
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
当
時
は
加

害
者
へ
の
周
囲
の
評
判
が
よ
く
、
恐

ろ
し
く
て
ど
う
し
た
ら
良
い
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
」
な
ど
、
加
害
者
を
良

く
思
う
周
囲
の
圧
に
怯
え
る
声
や
、

「
す
で
に
深
く
傷
つ
き
教
会
に
行
け

な
く
な
っ
た(

半
年
間)

。
と
て
も
辛

く
て
何
の
慰
め
も
受
け
た
く
な
く
な
っ

た
」
「
信
徒
で
な
い
友
人
や
家
族
に

話
し
た
こ
と
は
教
会
の
恥
を
さ
ら
す

こ
と
で
も
あ
り
、
宣
教
の
逆
の
こ
と

を
し
て
し
ま
っ
た
と
思
う
。
け
れ
ど

も
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
悲
し

く
辛
い
こ
と
だ
っ
た
」
と
い
う
苦
し

い
思
い
も
綴
ら
れ
て
い
た
。

▶

【
相
談
し
て
良
か
っ
た
43
％
】
▼

「
同
じ
行
為
を
受
け
た
人
は
他
に
も

複
数
い
た
の
で
気
に
し
な
く
な
っ
た
」

「
こ
ち
ら
に
問
題
が
な
い
と
改
め
て

確
認
で
き
て
す
っ
き
り
し
た
」
「
解

決
は
し
な
い
が
理
解
者
を
得
た
」
な

ど
、
状
況
整
理
が
で
き
た
こ
と
や
、

「
い
つ
ま
で
も
嫌
な
気
持
ち
を
引
き

ず
り
た
く
な
か
っ
た
」
「
自
分
ひ
と

り
で
抱
え
る
と
辛
い
の
で
話
す
だ
け

で
も
良
か
っ
た
」
「
相
談
す
る
こ
と

で
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」
「
ま
ず

自
分
の
気
持
ち
を
楽
に
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
あ
と
冷
静
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
」
「
心
が
穏
や
か
に
な
っ

た
」
「
そ
の
人
が
い
る
の
で
ミ
サ
に

行
き
た
く
な
い
と
い
う
私
に
、
『
信

仰
と
は
神
様
に
対
し
て
の
こ
と
』
と

い
う
助
言
で
、
加
害
者
に
は
挨
拶
だ

け
に
」
「
道
内
司
祭
は
聞
き
た
く
な

い
と
否
定
さ
れ
た
の
で
道
外
司
祭
に

聞
い
て
も
ら
い
心
落
ち
着
い
た
。
皆

本
当
の
こ
と
を
相
談
で
き
な
い
方
々

ば
か
り
」
な
ど
、
心
情
整
理
が
で
き

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
相
談

者
の
対
応
が
被
害
者
の
立
場
に
沿
っ

た
対
応
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

▶

【
相
談
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
７
％
】

▼
「
神
父
が
言
う
に
は
『
仕
掛
け
た

人
は
友
人
も
い
る
し
、
そ
ん
な
こ
と

す
る
人
で
な
い
。
他
人
に
言
う
と
大

事
に
な
る
』
と
止
め
ら
れ
た
」
「
修

道
者
へ
は
相
談
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
」
「
何
も
前
に
進
ん
で
い
な
い
」

な
ど
で
、
二
次
被
害
を
受
け
て
い
る

状
況
も
記
載
さ
れ
て
い
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
を
誰
に
も
相

談
で
き
な
か
っ
た
回
答
者
62
人
へ

「
相
談
で
き
な
か
っ
た
理
由
（
問
11

ハ
）
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
自
分
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 ハラス メント のない 教会 共同体 をめざ して
 ～ 教会 におけ るハ ラス メント 意識 調査 ～

まとめ【後編】
【後 編 】は 被 害 者 の 声 を 中 心 に 紹 介 す る 。 次 号 【総 括 編 】は

調 査 結 果 か ら見 えてき た「課 題 」と 「改 善 の 道 筋 」を 探 る。

(1)

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
後

ど
う
行
動
し
た
か

(2)

相
談
し
て
良
か
っ
た
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い

(3)

自
分
が
我
慢
す
れ
ば
良
い

何
を
し
て
も
解
決
し
な
い



が
我
慢
す
れ
ば
良
い
と
思
っ
た
52
％
」

「
何
を
し
て
も
解
決
し
な
い
と
思
っ

た
42
％
」
と
、
相
談
以
前
に
解
決
を

あ
き
ら
め
て
い
る
回
答
が
上
位
を
占

め
、
「
行
為
者
が
更
に
エ
ス
カ
レ
ー

ト
す
る
と
思
っ
た
29
％
」
「
自
分
が

不
利
益
を
被
る
と
思
っ
た
18
％
」
な

ど
、
自
身
の
立
場
が
追
い
込
ま
れ
る

心
配
を
挙
げ
る
人
も
多
い
。
ま
た
、

相
談
し
た
く
て
も
「
ど
こ
へ
相
談
す

れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
19
％
」

や
、
相
談
し
よ
う
と
思
っ
て
も
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
デ
ス
ク
相
談
窓
口
が
教

会
職
員
で
あ
り
信
用
で
き
な
い
」

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
デ
ス
ク
へ
相
談
す

る
こ
と
で
自
分
が
何
か
不
利
益
を
被

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
」
な
ど
、

デ
ス
ク
の
認
知
度
の
低
さ
や
信
憑
性

を
問
う
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
「
し

た
・
受
け
た
・
見
聞
き
し
た
」
回
答

者
２
２
１
人
へ
の
設
問
（
問
12
）
で

「
そ
の
他
」
44
％
を
選
択
し
た
回
答

者
の
具
体
的
記
述
は
次
の
と
お
り
。

▶

▼
【
自
分
で
対
処
す
る
し
か
な
い
】

「
神
父
に
相
談
し
て
取
り
合
え
っ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
耐
え
る
こ
と

に
し
た
」
「
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
」

「
教
会
を
異
動
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
た
の
で
、
こ
の
人
達
と
同
じ
土

俵
に
は
の
ら
な
い
と
思
い
無
視
し
た
」

「
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
で
き
な

か
っ
た
自
分
も
悪
か
っ
た
」
「
宗
教

は
力
が
あ
れ
ば
何
を
や
っ
て
も
い
い

の
で
嫌
な
ら
辛
抱
す
る
し
か
な
い
」

「
い
じ
め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
っ

て
も
神
様
に
捧
げ
て
祈
れ
ば
忍
耐
す

る
う
ち
に
解
決
で
き
る
と
思
っ
た
」

▶
▼
【
相
手
に
問
題
が
あ
る
】
「
相
手

は
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い

な
い
と
思
う
」
「
し
て
い
る
本
人
は

当
然
と
思
っ
て
お
り
注
意
し
て
も
聞

き
入
れ
な
い
」
「
は
っ
き
り
い
じ
め

と
認
識
で
き
た
。
小
１
の
子
ど
も
へ

の
そ
れ
は
何
の
解
決
も
得
ら
れ
な
か
っ

た
」
「
相
手
が
一
人
で
何
で
も
す
る

の
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
」

「
承
諾
し
て
い
な
い
の
に
承
諾
し
た

か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
」
「
自

分
が
正
し
い
と
信
念
を
持
っ
て
い
る

の
で
手
に
負
え
な
い
」
「
男
性
・
役

員
で
力
で
弱
い
人
を
封
じ
よ
う
と
す

る
タ
イ
プ
の
人
が
そ
の
よ
う
な
行
為

に
及
ぶ
の
か
と
思
う
」
「
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
の
自
覚
が
な
い
」
「
信
徒

歴
が
長
い
こ
と
で
優
位
な
発
言
や
行

動
を
し
て
い
る
」
「
相
手
の
根
性
が

悪
い
だ
け
の
こ
と
」
「
個
人
の
人
間

性
の
問
題
」
「
信
仰
が
薄
い
」
「
信

徒
と
し
て
長
く
教
会
に
い
る
割
に
自

分
の
感
情
を
止
め
ら
れ
な
い
人
が
思
っ

た
よ
り
多
い
」
「
想
像
力
不
足
と
無

知
」
「
相
手
の
性
格
は
変
え
ら
れ
な

い
」
「
そ
の
よ
う
な
行
為
は
行
う
べ

き
で
は
な
い
、
特
に
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
一
人
に
攻
め
立
て
る
の
は
卑
怯
で

あ
る
」
「
信
徒(

キ
リ
ス
ト
者)

と
し

て
あ
り
え
な
い
行
為
、
神
の
教
え
を

ど
う
受
け
止
め
何
の
た
め
に
教
会
に

通
っ
て
い
る
の
か
疑
問
を
感
じ
る
」

「
教
会
に
い
け
な
く
な
る
ほ
ど
の
苦

痛
を
受
け
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
く
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
相
手
が
気
づ
い
て
い

な
い
こ
と
が
恐
ろ
し
い
」
「
私
が
主

任
司
祭
や
役
員
に
意
見
し
た
こ
と
は

恥
を
か
か
せ
た
こ
と
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
教
会
運
営
上
必
要

だ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。
私
が
見
聞

き
、
受
け
た
言
葉
や
行
為
は
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
」

▶

▼
【
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
】

「
教
会(

神
の
家)
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
考
え
ま
す
」
「
不
愉
快
だ
」

「
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
分

た
ち
が
気
に
入
ら
な
い
司
祭
に
対
し

て
蔭
で
呼
び
捨
て
悪
口
を
言
っ
た
り

目
に
余
る
。
同
じ
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

と
し
て
恥
ず
か
し
い
」
「
改
善
す
る

べ
き
こ
と
と
思
い
ま
す
」
「
教
会
で

も
い
か
な
る
組
織
で
も
い
じ
め
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
「
よ
く
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
、
教
会
運
営
上
必
要

な
わ
け
が
な
い
」
「
個
人
の
思
想
や

人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
大
変
失
礼

な
扱
い
に
感
じ
ら
れ
る
」
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
で
あ
る
」
「
さ
れ
る
側
に
も

問
題
が
あ
る
か
ら…

と
い
う
人
が
い

る
が
、
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
認
め

ら
れ
な
い
」

▶

▼
【
教
会
か
ら
人
が
離
れ
る
】
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
当
た
ら
な
い
が
、

そ
れ
ら
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
い
じ

め
ら
れ
感
を
感
じ
、
教
会
か
ら
離
れ

る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思

う
」
「
そ
の
こ
と
が
原
因
で
教
会
を

離
れ
る
人
が
多
く
な
っ
て
は
い
け
な

い
と
思
う
」
「
私
は
我
慢
し
て
通
い

続
け
洗
礼
を
受
け
た
が
、
他
の
人
は

来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
洗
礼
志

願
者
が
少
な
い
の
は
こ
う
し
た
理
由

だ
と
感
じ
る
」
「
教
会
へ
行
く
こ
と

が
嫌
に
な
り
離
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
し
ま
う
と
思
う
」

▶

▼
【
相
互
理
解
の
努
力
必
要
】
「
様
々

な
考
え
方
の
人
の
集
ま
り
な
の
で
、

お
互
い
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と

が
大
事
」
「
相
手
へ
の
思
い
や
り
、

尊
敬
の
念
、
尊
重
す
る
姿
勢
が
大
切

だ
と
思
う
」
「
シ
ノ
ド
ス
の
意
識
を

持
っ
て
良
い
方
向
に
歩
み
始
め
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
「
見
た
だ
け
で

暗
い
気
持
ち
に
な
る
、
互
い
に
大
切

に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
教
会

で
は
な
い
と
感
じ
て
行
く
気
持
ち
が

消
え
そ
う
に
な
る
」

▶

▼
【
犯
罪
で
あ
る
】
「
怪
文
書
に
よ

る
脅
迫
は
犯
罪
だ
と
考
え
ま
す
」

▶

▼
【
苦
痛
だ
】
「
口
論
が
続
き
ま
し

た
が
、
び
っ
く
り
し
て
何
も
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
」
「
圧
迫
を
感
じ
た
」

「
な
ぜ
信
者
が
？
み
ん
な
の
前
で
素

晴
ら
し
い
話
を
す
る
の
に…

長
い
間

苦
し
み
ま
し
た
。
今
は
高
齢
で
教
会

は
そ
う
い
う
人
の
集
ま
り
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
」

▶

▼
【
教
会
に
愛
が
な
い
】
「
典
礼
の

学
び
に
熱
心
な
あ
ま
り
、
中
央
協
議

会
の
講
習
や
本
州
の
大
き
な
教
会
で

行
っ
て
い
る
こ
と
を
所
属
教
会
で
押

し
通
す
や
り
方
は
分
裂
と
混
乱
を
招

く
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
典

礼
は
大
切
で
あ
る
が
、
ア
ガ
ペ
ー
を

失
っ
て
は
典
礼
の
意
義
を
失
う
」

「
教
会
に
愛
が
な
い
、
愛
が
冷
え
切
っ

て
い
る
」
「
教
会
の
活
動
の
意
味
を

見
失
い
が
ち
に
思
え
ま
す
」
「
愛
を

掲
げ
る
教
会
に
愛
に
飢
え
た
人
が
集

ま
り
、
そ
こ
に
悪
魔
が
活
動
す
る
の

か…

祈
る
の
み
で
す
」
「
神
の
家
で

あ
る
教
会
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
る
こ
と
は
普
通
で
は
な
い
」

▶

▼
【
そ
の
他
】
「
司
祭
が
信
徒
を
子

ど
も
扱
い
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」

[ 6 ]

(4)

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を

ど
う
思
う
か



「
年
代
的
に
『
よ
く
あ
る
こ
と
』
と

耐
え
て
き
た
が
、
今
で
は
立
派
な
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
だ
と
気
づ
い
た
」
「
聖

職
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
弱
い
た

め
」
「
宗
教
者
と
し
て
情
け
な
い
行

為
と
思
う
。
い
じ
め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
多
発
し
て
い
た
時
期
、
当
教
会

は
司
祭
に
相
談
で
き
る
状
況
に
は
な

か
っ
た
」
「
教
会
共
同
体
の
中
で
蔓

延
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
自

分
だ
け
か
も
し
れ
な
い
、
小
教
区
に

は
あ
り
が
ち
な
こ
と
と
理
解
し
て
い

る
」
「
見
苦
し
い
と
思
う
。
周
り
に

い
た
他
の
信
者
の
方
々
の
対
応
が
そ

れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
く
、
教
会
で
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
す
る
人
を
排
除

し
て
は
い
け
な
い
ん
だ
と
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
」
「
た
と
え
相
手
が
悪

い
行
為
を
し
た
と
し
て
も
感
情
的
な

行
動
は
慎
む
べ
き
、
気
づ
い
た
ら
謝

罪
す
べ
き
」
「
パ
ワ
ハ
ラ
等
は
連
鎖
、

蔓
延
す
る
の
で
よ
く
あ
る
こ
と
だ
か

ら
こ
そ
誰
か
が
異
を
唱
え
な
い
と
な

ら
な
い
」
「
相
手
が
病
気
だ
っ
た
り

弱
い
立
場
だ
と
言
わ
れ
や
す
い
の
で

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る
も
の
も

あ
る
と
思
い
ま
す
」
「
個
人
の
問
題

だ
と
思
う
が…

」
「
社
会
よ
り
も
強

弱
が
大
き
く
育
ち
の
問
題
も
見
過
ご

せ
な
い
」
「
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
た

め
の
学
習
が
必
要
」
「
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
だ
と
思
う
と
同
時
に

『
人
間
の
集
ま
り
だ
か
ら
な
ぁ…

』

と
も
思
い
ま
す
」

①
【
児
童
虐
待
】
▼
今
ま
で
言
う
機

会
が
な
く
、
信
仰
の
下
に
耐
え
て
き

ま
し
た
が
、
本
心
は
児
童
虐
待
で
訴

え
た
い
。
加
害
者
を
処
分
し
て
ほ
し

い
。
い
ま
だ
に
加
害
者
が
い
る
の
で
、

ト
ラ
ウ
マ
を
受
け
た
子
供
た
ち
は
ミ

サ
に
は
行
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
一
人

で
は
な
く
何
人
も
い
ま
す
。
司
祭
は

次
々
異
動
で
変
わ
り
、
問
題
は
薄
れ

る
ば
か
り
で
す
。
子
供
た
ち
の
心
は

誰
が
救
う
の
で
し
ょ
う
か
。

②
【
児
童
虐
待
】
▼
10
年
以
上
前
の

教
会
学
校
・
侍
者
の
た
め
の
会
で
の

こ
と
で
す
。
ミ
サ
が
終
わ
り
香
部
屋

に
戻
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
顔
や
体

を
指
導
者
に
殴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
役
員
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
。
そ

の
子
供
た
ち
は
今
は
教
会
に
来
て
い

ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
し
て
い
た
人
間

が
聖
体
奉
仕
を
す
る
、
ミ
サ
を
進
行

さ
せ
る
、
そ
ん
な
教
会
は
誰
も
行
き

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

③
【
児
童
性
虐
待
】
▼
私
（
男
性
）

は
少
年
期
か
ら
青
年
初
期
の
頃
、
あ

る
司
祭
か
ら
性
虐
待
を
受
け
た
サ
バ

イ
バ
ー
で
す
。
あ
ま
り
に
強
烈
な
出

来
事
だ
っ
た
故
に
そ
の
こ
と
は
自
分

の
中
に
封
印
し
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

近
年
思
い
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
り
、
ど
う
し
て
も
辛
く
耐
え
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
初
め
て
そ
の
事

実
を
限
ら
れ
た
何
人
か
に
打
ち
明
け

ま
し
た
が
、
や
む
を
得
ず
打
ち
明
け

た
だ
け
で
、
こ
の
先
、
誰
か
に
話
そ

う
と
は
全
く
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
性

虐
待
と
い
う
問
題
は
加
害
者
被
害
者

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
両
者
を
取

り
巻
く
多
く
の
人
へ
の
精
神
的
影
響

が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
と
思
わ
れ
、

そ
れ
を
思
う
と
口
を
開
こ
う
と
い
う

気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
の
で
す
。
そ

れ
ら
の
人
と
の
関
係
を
平
穏
に
保
て

る
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
こ
の
先
も
封

印
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
被
害
者
は
教
会
か
ら
離
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
私
の
よ
う
な
サ

バ
イ
バ
ー
も
現
に
存
在
し
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
教
会
が
本
当
に
被
害
者

に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
お
う
と
す

る
な
ら
ば
、
サ
バ
イ
バ
ー
の
声
を
聴

く
努
力
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

『
ど
う
ぞ
あ
な
た
の
声
を
直
接
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
』
と
言
っ
て
ほ
し
い

の
で
す
。

④
【
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
】

▼
教
会
で
の
あ
る
お
手
伝
い
の
時
、

男
性
信
者
か
ら
い
き
な
り
お
尻
を
つ

か
ま
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

人
は
今
は
教
会
に
来
て
い
な
い
の
で

安
心
し
て
い
ま
す
が
、
言
わ
ず
に
い

る
人
は
他
に
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思

い
ま
す
。
男
性
信
者
が
い
き
な
り
女

性
信
者
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
の
を
見
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ふ
ざ
け
て
い
る

様
子
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
女
性
信

者
は
不
快
な
様
子
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

男
性
は
信
者
（
あ
る
い
は
求
道
者
、

神
父
）
と
し
て
、
教
会
と
い
う
と
こ

ろ
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な
の
か
、
女

性
に
対
し
て
ど
う
い
う
態
度
を
と
る

べ
き
か
、
個
々
人
の
意
識
改
革
を
切

に
願
い
ま
す
。
祈
り
の
場
で
あ
り
神

聖
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

⑤
【
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
】

▼
あ
る
司
祭
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
司
祭
と
い
っ
て
も
い

ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
し
、
「
自
分
の
方
が
良
く
知
っ

て
い
る
、
あ
な
た
は
わ
か
っ
て
い
な

い
。
」
と
言
わ
れ
る
と
、
信
者
歴
の

浅
い
私
に
は
ま
だ
ま
だ
わ
か
っ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
思
う
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。
大
概
は
二
人
で

い
る
時
で
し
た
が
、
あ
る
時
か
ら
他

の
人
も
い
る
前
で
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
話
を
始
め
る
と
止
ま

り
ま
せ
ん
し
、
話
の
途
中
で
口
を
出

そ
う
と
す
る
と
「
ま
だ
話
は
終
わ
っ

て
い
な
い
」
と
怒
ら
れ
ま
し
た
。

「
司
祭
を
嫌
い
だ
」
と
思
う
自
分
も

悲
し
く
、
な
ぜ
怒
ら
れ
る
の
か
わ
か

ら
ず
、
家
族
が
出
か
け
た
後
に
、
一

人
膝
を
抱
え
て
泣
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
司
祭
は
、
私
に
だ
け
怒
り

を
ぶ
つ
け
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
自
分
を
敬
っ
て
く
れ
る

人
は
大
切
に
し
、
そ
う
で
は
な
い
人

は
排
除
し
て
い
ま
し
た
。
既
に
教
会

を
離
れ
た
人
も
い
ま
し
た
し
、
「
怒

り
の
矛
先
が
今
日
は
私
に
来
ま
せ
ん

よ
う
に…

」
と
怯
え
る
よ
う
な
気
持

ち
で
主
日
の
ミ
サ
に
与
っ
て
い
る
人

も
い
た
よ
う
で
す
。

⑥
【
二
次
被
害
・
宗
教
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
】
▼
傷
つ
く
思
い
を
し
相
手
に
伝

え
る
と
否
定
さ
れ
る
。
周
り
に
相
談

し
て
も
否
定
さ
れ
る
。
あ
な
た
の
思

い
過
ご
し
、
あ
な
た
の
考
え
が
間
違
っ

て
い
る
、
相
手
を
非
難
し
て
い
る
、
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(5)

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
者
の

苦
し
み
と
叫
び



相
手
を
悪
く
と
っ
て
い
る
、
捻
じ
曲

げ
て
と
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
奉

仕
を
強
要
さ
れ
断
る
と
、
奉
仕
す
る

気
持
ち
が
な
い
の
か
、
決
ま
っ
た
こ

と
に
従
わ
な
い
、
断
る
こ
と
は
傲
慢
、

自
意
識
過
剰
と
言
わ
れ
、
聞
き
入
れ

て
く
れ
な
い
。
信
徒
と
し
て
苦
し
み

を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

傷
つ
け
て
く
る
相
手
で
あ
っ
て
も
、

受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
愛

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寛
大
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
辞
め
た
い
わ
け

で
は
な
い
け
れ
ど
信
者
を
辞
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
思
い
に
苦
し

め
ら
れ
る
。

⑦
【
障
が
い
者
差
別
】
▼
知
的
障
害

や
発
達
障
害
の
あ
る
信
徒
に
対
し
て
、

他
と
違
う
こ
と
に
つ
い
て
理
解
で
き

ず
、
辛
く
あ
た
っ
た
り
、
能
力
以
上

の
こ
と
を
要
求
し
た
り
し
て
い
る
場

面
を
見
聞
き
し
ま
す
。
セ
ク
シ
ャ
リ

テ
ィ
な
ど
も
含
め
、
自
分
と
違
う
存

在
を
理
解
し
受
け
入
れ
、
皆
で
そ
れ

ぞ
れ
の
良
さ
を
見
つ
け
伸
ば
し
な
が

ら
教
会
活
動
を
し
て
い
け
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
イ
コ
ー
ル
他
人

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
背
景
、
事

情
、
性
格
や
生
活
が
あ
り
、
ど
こ
ま

で
踏
み
込
ん
で
良
い
か
も
違
う
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
も
周
囲
に
あ
ま
り

知
ら
れ
た
く
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
勝
手
に
口
外
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
方
は
良
か
れ
と
思
っ
て
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
私
は
傷
つ

き
ま
し
た
。
勝
手
に
思
い
込
ま
れ
る

と
、
周
囲
に
あ
ま
り
知
ら
れ
た
く
な

い
と
い
う
私
の
気
持
ち
は
理
解
し
て

も
ら
え
ま
せ
ん
。
人
そ
れ
ぞ
れ
色
々

な
考
え
方
、
価
値
観
が
あ
り
、
自
分

の
考
え
以
外
の
も
の
を
も
っ
と
知
り
、

理
解
し
配
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

⑧
【
障
が
い
者
差
別
】
▼
信
仰
生
活

の
長
い
方
か
ら
「
手
話
通
訳
を
見
て

い
る
と
違
和
感
が
あ
る
。
そ
う
言
っ

て
い
る
人
は
何
人
も
い
る
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
手
話
が
邪
魔
、

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
や
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
手
話
言
語
は
聾

者
に
と
っ
て
、
命
・
人
権
を
守
る
大

切
な
言
語
で
す
。
手
話
通
訳
者
及
び

聾
者
が
前
列
に
座
る
特
性
で
す
か
ら
、

聾
者
は
手
話
通
訳
を
受
け
て
い
る
間

は
目
だ
け
の
情
報
で
全
て
を
キ
ャ
ッ

チ
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
手
話
通
訳
者

を
通
し
て
、
ミ
サ
の
全
て
（
神
父
や

侍
者
の
動
き
な
ど
）
も
視
界
に
入
る

よ
う
に
見
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
保

障
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
、
人
間
の
尊

厳
が
奪
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
多
様
性

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

⑨
【
個
人
情
報
の
流
用
】
▼
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問

題
へ
の
意
識
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
年
配
の
方
々
な
の
で

仕
方
な
い
と
思
う
反
面
、
性
別
や
職

業
で
決
め
つ
け
た
発
言
を
さ
れ
て
傷

つ
い
た
り
、
個
人
の
電
話
番
号
な
ど

を
不
必
要
に
役
員
間
で
共
有
さ
れ
る

な
ど
、
所
属
教
会
へ
の
不
信
感
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
、
教
会
か
ら
足
が

遠
の
い
て
い
ま
す
。
教
会
に
も
よ
る

の
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
若
者
の
居

場
所
で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。

⑩
【
被
害
者
の
想
い
】
▼
教
会
は
恐

ろ
し
い
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
し
ま
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
社
会
の

学
校
や
会
社
な
ど
よ
り
教
会
の
人
の

方
が
た
ち
が
悪
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
教
会
に
属
し
て
い
る
人
は
そ
の

教
え
の
下
に
い
る
の
で
、
教
会
は
善

良
な
場
と
言
う
前
提
の
下
、
無
法
地

帯
の
よ
う
な
一
面
が
あ
り
ま
す
。
何

か
あ
え
て
ル
ー
ル
を
設
定
し
な
く
て

も
、
誰
も
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
は
ず

が
な
い
か
ら
大
丈
夫
な
場
所
だ
と
誰

も
が
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
そ
こ
で
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
と
、
ま
さ

に
い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
、

何
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
恐

ろ
し
い
場
所
が
教
会
だ
と
し
か
私
に

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
神
様
と
私
や

私
の
家
族
の
関
り
に
お
い
て
恐
ろ
し

い
こ
と
は
な
く
て
も
、
そ
こ
に
い
る

人
々
を
見
る
と
恐
ろ
し
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

⑪
【
被
害
者
の
想
い
】
▼
コ
ロ
ナ
が

少
し
落
ち
着
き
教
会
で
は
信
徒
同
士

の
交
流
が
大
切
だ
と
い
う
動
き
が
あ

り
ま
す
が
、
教
会
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
体
験
し
た
身
に
は
別
次
元
の
話

で
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
で
す
。
ミ

サ
が
終
わ
っ
た
ら
、
何
か
嫌
な
目
に

合
い
せ
っ
か
く
の
日
曜
日
を
台
無
し

に
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
、
教
会
に

こ
れ
以
上
嫌
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
な

く
て
済
む
よ
う
に
、
長
居
は
無
用
と

ば
か
り
に
帰
り
ま
す
。
職
場
や
学
校

は
規
則
や
校
則
が
あ
り
、
自
分
の
待

遇
や
成
績
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
き
ち
ん
と
し
た
と
こ
ろ
で
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
や
い
じ
め
に
対
し
て
対

策
し
や
す
い
で
す
が
、
教
会
に
は
規

則
も
勤
務
評
価
も
成
績
も
な
い
の
で
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
い
じ
め
は
た
ち
が

悪
く
陰
湿
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

改
善
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
自
分

も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
餌
食
だ
し
、
餌

食
に
な
っ
て
い
る
人
を
知
っ
て
い
る

の
で
、
身
に
染
み
て
そ
う
思
い
ま
す
。

⑫
【
被
害
者
の
想
い
】
▼
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
あ
っ
た
時
は
、
心
身
共
に
病

み
、
教
会
に
入
ろ
う
と
す
る
と
足
が

震
え
呼
吸
も
苦
し
く
吐
き
気
に
襲
わ

れ
る
苦
し
い
日
々
で
し
た
。
家
族
に

は
話
し
ま
し
た
が
、
た
だ
ひ
た
す
ら

神
様
の
助
け
を
願
い
、
自
分
の
役
目

を
果
た
す
の
み
の
期
間
が
５
年
以
上

も
続
き
ま
し
た
。
徐
々
に
平
安
を
取

り
戻
し
あ
れ
か
ら
何
年
も
た
ち
ま
す

が
、
今
は
笑
顔
で
ミ
サ
に
与
れ
て
感

謝
の
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

司
祭
は
何
で
も
ご
注
進
、
ご
注
進
と

報
告
す
る
信
徒
や
役
員
の
告
げ
口
を

信
じ
、
自
分
の
目
で
し
っ
か
り
観
な

い
で
一
方
的
に
言
葉
を
発
し
対
応
す

る
の
は
す
ご
く
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。

司
祭
や
信
徒
の
言
葉
で
教
会
か
ら
離

れ
て
し
ま
っ
た
方
が
い
る
の
は
事
実

で
す
。
心
に
留
め
て
お
い
て
ほ
し
い
。
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ま
と
め
【
後
編
】
は
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

分
か
ち
合
い
等
で
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
次
号
は
【
総
括
編
】
を
掲
載

予
定
。
【
前
編
】
の
集
計
結
果
か
ら

は
見
え
て
こ
な
い
意
識
差
（
性
別
・

年
代
別
他
）
を
軸
に
、
「
表
面
化
し

づ
ら
い
実
態
」
や
「
相
談
で
き
な
い

環
境
」
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
改

善
に
向
け
た
道
筋
を
探
り
ま
す
。



[ 9 ]

●頂いた教会堂
日本の教会（堂）の多くは、海外からの宣教師や修道士の
おかげで建てられました。それぞれの国（特に西ヨーロッ
パ諸国やアメリカ等）の信者（恩人）による献金を持って
きてくれたおかげです。私たちはその恩恵を受けてきまし
た。しかし、昨今の日本の教会（堂）は、次々に統廃合・
廃止が各地で始まっています。なぜならば新築する力が日
本の教会にはないからです。このように日本の教会の動き
は、最初の時から頂き物で活動する教会となり、また外か
ら頂くことが当たり前となって歩んできた歴史を持ちます。

●積み立ての必要性
本来建物を建てた場合には、減価償却積立をし、建物耐用
年数が来た時に、再度新たに建てることができるように資
金を積み立てるのです。しかし、日本の教会は海外支援に
より頂いた建物を評価するなど考えもせず、また当時は新
しく建て直すなど、考えも及びませんでした。そして現聖
堂の価値基準を定め、積み立てるようなことはしてきませ
んでした。それは頼めばどこからか献金という手を差し延
べてくれるという信仰だったのかもしれません。だから新
築の聖堂に向けて積み立てることをしている教会はほとん
どありません。現在各教会では、わずかながら積み立てて
いたとしても土地や建物の価値、物価の高騰で同等のもの
は建てられない状況は明らかです。少しでも延命を図るた
めに修繕積立をしている教会が多いと思いますが、それは
手直しをするだけにとどまり建物が朽ちた時に新築する体
力は残されていません。

●だれが支えるのか
教区事務局はすべての教会のための積み立てをしていない
のかというお叱りを受ける事もありますが、教区がそれを
行うならば、各教会の分担金をあげるしかありません。本
来は各小教区が積み上げるべきものですが、どちらにして
も早くからその実力はなく、修繕費を積み立てる事すらま
まならない状態です。結論から言えば、各教会は延命の道
しか残されていません。屋根・外壁・暖房・下水道等々、
建物（躯体）がボロボロにならないように周りを直して長
生きしてもらうというのが関の山。躯体がボロボロになっ
た時には、もう手の施しようが無くなります。その時には
どこからか莫大な支援金をいただくか、教会をたたむとき
です。これは計画できない事柄となります。
実際解体費用すら捻出できないので、壊すこともできない
まま負債となる教会が続出していきます。その負債は教会
宣教活動資金すら妨げます。建物が治せなくなる時がその
教会が終わるときです。誰も支えられません。

●今できる事
建物を長く持たせるために、①しっかりと修繕していくこ
と。そのために修繕積立をする事。②建て直しを求めるな
らば、早くから積立を行う事。今あるものを大切にし、経
費を抑え新築献金を伸ばす事。これに他なりません。
それもかなわない場合は、残念ながら教会は危険な建物と

なる前に廃止を決断する必要があります。共同体は近隣の
教会と一緒になって生き延びます。しかしその教会も長く
は続かないでしょう。

●教会のおきて「献金」
教会はすべての人の献金によって成り立っています。どこ
からか（海外）頂くものではなく、自分たちで存続させな
ければなりません。その為にはすべての人に「献金」をお
願いしなければなりません。誰かの代わりに「献金」する
のではなく、自分の教会の為、自分の信仰を守るために
「献金」をするのです。昨今「教会でお金の話をするなん
て」という声も聞こえますが、初代教会の時代から弟子た
ちを取り巻くキリスト教信望者によるこの「献金」によっ
て発展してきたことを忘れてはいけません。だから『おき
て』に組み込まれたのです。教会を生きることは教会を支
えるのです。それは各個人の役目です。

●教会を閉じる事
教会を閉じることは恥ではありません。信仰を生きるため
に共同体を守り、集まること。その場所は今いる場所とは
限りません。自分の利便性、過去の栄光や思い入れといっ
たノスタルジーで教会をとらえてきた歴史が、日本の教会
の動きにストップをかけています。信徒“籍”といった所
属意識は日本独自の発想です。外国ではそのようなシステ
ムはありません。ミサ献金、一般献金しかありません。そ
の代わり国税で宗教税がある国が多くあります。その助け
によるところが強いかもしれません。しかし、昨今宗教税
に対して否定的な人々も増え、教会資金そのものが目減り
し、外国でも教会を閉じるところが増えてきています。そ
のことを考えると、私達も他人ごとではありません。改め
て見直し、覚悟する必要性が出てきました。

●教会の経費の削減
不便なく教会で活動できることは嬉しいことですが、それ
は時には自ら首を絞めている行為となります。今一度小さ
なものに目を止め、なけなしの献金を大切に、そして後世
に引き継いでいかなければならないことを思い起こしましょ
う。そもそも、今の教会は私たちの先代から引き継いでき
たものであるし、その前は外国の恩人からいただいたもの
だからです。少しでも長く、今の建物が維持継続できるう
ちに次の事を考え、何を手放し、何を残すかの取捨選択が
必要であろうと感じられます。借金や負債を後世に残して
はいけないのです。残すべきは信仰・希望・愛のみです。

〇結論
・新築積立金を持たない教会は、その建物が安全であるか
ぎり可能だが、修繕積立金を貯え、延命を行う。

・建て直す資金がある場合には近隣の教会共同体を引き受
け共に歩むことを模索する。

・教会運営経費を、できる限り絞り、積み立てに回すよう
努力する。

・献金を強く呼びかけていく。

教会(堂)の資金を考える
【特集～教区番頭としての声～】

札幌教区内の教会の存続が危ぶまれるなか、釧路の新
川教会や小樽の住ノ江教会の廃止によりその危機が現
実化してきた。今一度自分の事として捉えるために、
すべての小教区に伝えなければという法人事務長とし
ての使命に基づき、勇気をもって語ることとした。教区事務局長 松村繁彦
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カリタスインターナショナル国際キャン
ペーン【Together We（トゥギャザー・ウィ）
＝共に私たちは】は、教皇フランシスコの
回勅 『ラウダート・シ』『兄弟の皆さん』
に示された呼びかけに応え、地球や弱い立
場に追いやられた人々の叫びに耳を傾けな
がら、相互配慮をベースとしたケアの共同
体（愛の実践共同体）を促進し、ともにケ
アの文化を構築しようというもの。

最終年となる今年、パネル写真展と「と
もにロウソク」を灯しての祈りの集いが全
国で開催されており、札幌教区では6月1日
からリレー形式で、北一条教会(札幌教区カ
トリックセンター)、苫小牧教会、旭川五条
教会で実施された。このキャンペーンは9
月で終了するが、各小教区の希望によって
その後も継続する。実施を希望する小教区
は教区事務局まで。※カリタスジャパンウェ
ブサイトでは全国の取り組みが紹介されて
いる。Together W e「ともに」https://w
ww.caritas.jp/2023/09/21/5811/

カトリック札幌司教区
ハラスメント対応デスク

080-2879-3168
火曜～金曜 12:00～16:00
祝日夏季冬季休業日除く

✉ sapporo .harassmentdesk@gmail .com

5月18日（土）午後、カトリック北一条教会及び隣接札幌教区カ
トリックセンターで、札幌では4年ぶりの「世界祈祷日」が開催さ
れました。主催：カトリック札幌教区エキュメニカル委員会、協力：
札幌キリスト教連合会。
「世界祈祷日」は、キリスト教の諸教会が、女性を中心に開いて
きた超教派の祈祷集会です。4年間、開催できなかったのは、コロ
ナと、担当教会の負担が大きすぎて引き受け手がなかったことが要
因でした。そこで準備を簡略化し、開催日も伝統的には3月初金で
したが、雪を避けて5月にずらせました。
毎年変わる式文作成国が、今年はパレスチナでした。それで、合
同礼拝の前にパレスチナの歴史と現状についてのミニ講演を入れ、
一般の方にも参加を呼びかけました。そもそも教会の建物に入った
ことのない人が、一人でも多くカトリック北一条教会の聖堂に入り、
カトリック、プロテスタントの人々が心を一つにしてパレスチナの
平和を祈る姿を見ることで、福音宣教の場にもなるのではないかと
考えたからです。蓑島克哉神父の司式、日本聖公会・笹森田鶴主教
の講話、日本キリスト教団・日本キリスト教会・カトリック札幌教
区正義と平和協議会の3人の女性リーダーによる進行、さらに救世
軍・矯風会・福音ルーテル教会の3人の女性がパレスチナ女性のメッ
セージを代読しました。
おかげさまで参加者は165
人、オンラインでの参加者
も20人にのぼり、成功の
うちに終えることができま
した。協力いただいたすべ
ての方々に感謝しておりま
す。（エキュメニカル委員
会代表・小野有五）

4月27日、ＦＭＭ札幌修道院で、シスター
と青年との分かち合いの集いを開催し、10名
ほどの青年が集まりました。
分かち合いでは聖書の箇所を実際に演じて
みるということをしました。実際に演じてみ
ることで、どういう状況なのか、人々がどん
な気持ちだったかを感じることができました。
みんなも演じるためにイエス様が何を伝えた
かったのかなどを考え、聖書の言葉に触れる
ことが出来たと思います。
仕事の関係などでなかなか教会に来れなかっ
たり、教会への興味が薄れてきてしまう青年
も多いのですが、こうして聖書の言葉や分か
ち合いに興味を持って多くの青年が参加して
くれたことに、開催することの意味を感じま
した。これからもこの灯火を絶やさないよう
に活動を続けていきます。 （山田康平）

青年の集いin FMM
世界祈祷日2024

パレスチナの平和を祈る

みなずき会（北一条教会担当）旭川五条教会

苫小牧教会

みなずき会

旭川五条教会



国
の
隔
離
政

策
に
よ
り
元
患

者
が
差
別
を
受

け
た
、
ハ
ン
セ

ン
病
の
歴
史
を

考
え
る
市
民
集

会
が
、
５
月
11

日
～
12
日
、
か

で
る
２
・
７
で

約
３
０
０
人
の

参
加
者
を
集
め

て
開
催
さ
れ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
札

幌
司
教
区
正
義

と
平
和
協
議
会

も
本
学
会
構
成

団
体
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
し
た
。

１
日
目
の
検
証
会
「
家
族
の
『
見
え
な
い

差
別
』
を
可
視
化
す
る
」
で
は
、
元
患
者
の

家
族
が
長
い
間
凄
惨
な
差
別
を
受
け
、
現
在

も
そ
の
差
別
を
恐
れ
る
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

２
日
目
は
４
会
場
に
分
け
て
差
別
や
偏
見

の
解
消
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
私
は
、
教
育
分
科
会
「
見

つ
め
る
・
見
直
す
・
見
届
け
る
」
に
参
加
し

た
。
実
践
授
業
が
あ
る
教
師
は
「
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
は
、
日
本
の
人
権
教
育
に
と
っ
て

『
宝
の
山
』
で
あ
る
の
で
、
色
々
な
教
科
と

共
有
で
き
る
。
い
ず
れ
も
、
子
ど
も
の
視
点

か
ら
社
会
を
見
つ
め
る
こ
と
」
を
強
調
さ
れ

る
。
会
場
か
ら
は
、
鹿
児
島
県
の
高
校
生
が

「
学
ん
だ
こ
と
を
他
の
生
徒
に
授
業
す
る
」

と
い
う
体
験
学
習
を
通
し
て
、
正
し
い
情
報

を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
た
。

２
日
間
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
神
の
目
を

持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
共
に
学
び
、

分
か
ち
合
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の

『
市
民
学
会
』
だ
っ
た
と
理
解
し
た
。
（
札

幌
教
区
正
義
と
平
和
協
議
会
・
下
川
原
瑞
恵
）

６
月
29
日
、
札
幌
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
に
て
、
第
15
次
パ
レ
ス
チ
ナ
臨
時
医
療
・

子
ど
も
支
援
活
動
の
帰
国
報
告
会
が
行
わ
れ

た
。
主
催
は
同
奉
仕
団
。
教
区
正
平
協
と
札

幌
近
郊
の
ピ
ー
ス
９
の
会
が
共
催
。
会
場
１

０
０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
65
名
が
参
加
。

６
月
８
日
～
15
日
、
医
師
猫
塚
義
夫
奉
仕

団
団
長
ら
一
行
４
人
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

区
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
を
訪
問
。
住
民
の
診
療

な
ど
の
支
援
を
行
っ
た
。
昨
年
10
月
の
イ
ス

ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
に
よ
る
武
力
衝
突
以
後
、

中
断
し
て
い
た
活
動
の
再
開
と
な
っ
た
。

40
℃
を
越
え
る
猛
暑
の
中
、
４
つ
の
難
民

キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
。
テ
ン
ト
で
は
な
く
、
狭

い
路
地
に
囲
ま
れ
た
住
宅
地
。
パ
レ
ス
チ
ナ

国
旗
や
パ
レ
ス
チ
ナ
人
犠
牲
者
た
ち
の
写
真

は
撤
去
さ
れ
、
外
国
か
ら
の
珍
客
に
ま
ず
子

供
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
以
前
の
日
常
は

消
え
て
い
た
。
子
ど
も
は
家
か
ら
出
る
こ
と

は
な
く
、
大
人
も
夜
は
外
出
で
き
な
い
。
仕

事
は
な
く
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
売

り
歩
き
小
銭
を
稼
ぐ
住
民
た
ち
。
恐
怖
と
貧

困
で
町
全
体
が
暗
く
沈
ん
で
い
た
。
診
療
希

望
者
は
待
合
室
に
溢
れ
、
英
語
で
書
い
た
診

断
書
を
大
事
そ
う
に
持
ち
帰
る
人
々
の
後
ろ

姿
が
目
に
焼
き
付
い
た
と
猫
塚
氏
は
語
っ
た
。

猫
塚
氏
の
報
告
は
、
教
区
Ｊ
Ｐ
通
信
１
２
１

号(

７
月
末
発
行)

に
掲
載
。
（
鳥
居
明
子
）
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ハ
ン
セ
ン
病
考
え
る
市
民
集
会

パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
子
ど
も
支
援

■ 8月15日 平和祈願ミサ（教区主催） 17:00
会場：カトリック北一条教会・勝谷太治司教司式

■ 8.15平和祈祷集会講演会（参加無料）18:45
会場：日本聖公会札幌キリスト教会
講演：松浦悟郎名古屋教区司教
「非暴力による平和への確信とゆらぎ

～いま 聞こえる 戦争の足音の中で～」
問合先：エキュメニカル委員会代表

小野有五 090-3110-5930

【
平
和
祈
願
ミ
サ
・
平
和
祈
祷
集
会
】

８
月
15
日(

木)

17
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
北

一
条
教
会
（
北
一
条
東
６
）
に
て
勝
谷

太
治
司
教
司
式
に
よ
る
平
和
祈
願
ミ
サ

（
教
区
主
催
）
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

同
日
18
時
45
分
か
ら
は
日
本
聖
公
会
・

札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
（
北
７
条
西
６
・

北
大
南
門
前
）
に
て
、
「
８
・
１
５
平
和

祈
祷
集
会
」
（
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
連
合

会
・
信
教
の
自
由
を
守
る
委
員
会
主
催
、

カ
ト
リ
ッ
ク
札
幌
教
区
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ

ル
委
員
会
共
催
）
が
行
わ
れ
、
カ
ト
リ
ッ

ク
名
古
屋
教
区
・
松
浦
悟
郎
司
教
が
講

演
す
る
。
終
了
後
、
大
通
り
公
園
ま
で

有
志
に
よ
る
「
平
和
行
進
」
も
予
定
。

～
お

知

ら

せ
～

クリプト札幌 白 石 共 同 墓

札幌市白石区平和通10丁目北5-1
札幌市白石本通墓地

カトリック札幌司教区納骨堂

札幌教区カトリックセンター地下
家族壇568区画・合葬壇730
天候問わずいつでも墓参可能

お問い合わせ 〒060-0031 札幌市中央区北一条東6丁目10 札幌司教区本部事務局
電話 ■白石共同墓：011-241-2785 ■クリプト札幌：011-221-4244
いずれも平日9:00～17:00 （土曜日曜祝日及び夏季冬季休業を除く）

札幌教区の司祭・修道者・信徒なら
びにその家族を対象とした合葬墓

■■お願い■■
お盆を控え墓参の機会
も増える頃を迎えまし
た。共同墓地の墓参後
は、供花は必ずお持ち
帰りください。ゴミ置
き場には捨てないでく
ださい。共同墓地の美
化にご協力ください。

猫塚医師



コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
に
向
か
い
、
３

月
24
日
、
は
じ
め

て
の
対
面
形
式
の

み
の
標
記
研
修
会

が
札
幌
教
区
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。

全
道
各
地
よ
り
、

新
し
く
カ
ト
リ
ッ

ク
園
へ
勤
務
す
る

48
名
と
ス
タ
ッ
フ

９
名
が
一
堂
に
会
し
、
各
地
区
を
代
表
す
る

研
修
委
員
を
中
心
に
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
行
わ
れ
た
。

研
修
に
先
だ
ち
、
北
一
条
教
会
で
勝
谷
太

治
司
教
に
よ
っ
て
「
祈
り
の
つ
ど
い
」
が
司

式
さ
れ
、
教
会
に
足
を
踏
み
入
れ
る
の
が
初

め
て
の
参
加
者
も
、
共
に
心
を
天
に
挙
げ
る

ひ
と
時
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
は
、
目
黒
サ
レ
ジ
オ
幼
稚
園(

東
京)

の
園
長
を
務
め
る
三
島
心(
み
し
ま
し
ん)

神

父
を
講
師
に

迎
え
、
「
カ

ト
リ
ッ
ク
園

の
こ
こ
ろ
」

と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
根
本
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
方

を
分
か
り
易
く
お
話
し
戴
い
た
。
ま
た
、
研

修
委
員
の
先
生
方
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
時
間
で
は
、
手
遊
び
を
紹
介
し
合
っ

た
り
す
る
楽
し
い
時
間
と
な
っ
た
。

(

品
田
典
子)

新
年
度
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
４
月
19
日
、

札
幌
光
星
学
園
を
会
場
に
、
春
季
委
員
会

(

道
内
中
高
の
校
長
会)

と
総
会(

校
長
と
宗

教
科
教
員
を
中
心
と
し
た
会
議)

が
開
催
さ

れ
た
。
函
館
や
北
見
か
ら
も
長
時
間
を
か
け

て
参
加
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
成
し
得
な
か
っ

た
対
面
形
式
の
会
議
の
良
さ
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
た
次
第
。
会
議
で
は
、
２
０
２
３
年

度
の
事
業
報
告
と
決
算
な
ら
び
に
２
０
２
４

年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
、
連

盟
の
新
し
い
一
年
が
始
ま
っ
た
。

総
会
後
は
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
に
よ
っ

て
親
睦
を
深
め
た
。
い
ま
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
に
限
ら
ず
全
て
の
私
立
学
校
が
、
日
本
の

少
子
化
時
代
の
学
校
経
営
や
運
営
に
悩
み
活

路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

参
加
者
は
各
校
の
近
況
報
告
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
活
発
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
た
。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

育
の
意
義
を
強
調
し
、
学
校
の
み
な
ら
ず
、

全
社
会
が
参
加
す
る
新
し
い
教
育
へ
の
取
り

組
み
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
今
回
、
勝
谷
太

治
司
教
も
会
議
か
ら
懇
親
会
ま
で
同
席
さ
れ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
を
担
う
先
生
方
と
の
交
流

を
大
切
に
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

(

品
田
典
子)
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◆
マ
リ
ア
の
宣
教
者

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

６
月
17
日
午
後
11
時
55
分
、
創
成
東
病
院
に

て
神
様
の
み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
94
歳
。

【
略
歴
】

１
９
２
９
年
12
月
７
日
生
ま
れ

１
９
５
３
年
３
月
17
日
入
会

１
９
５
８
年
３
月
19
日
終
生
誓
願

２
０
２
３
年
３
月
17
日
プ
ラ
チ
ナ
祝

シ
ン
コ
ウ
よ
り
も
ケ
ン

コ
ウ
。
い
や
、
ケ
ン
コ
ウ

よ
り
も
シ
ン
コ
ウ
。
「
ど

ち
ら
が
先
か
論
争
」
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
神
学
生

時
代
、
神
学
校
養
成
司
祭

た
ち
か
ら
は
「
健
全
な
体

に
健
全
な
信
仰
が
宿
る
」

と
教
え
ら
れ
た
。
不
健
全
で
あ
る
と
、
自

我
が
主
張
を
強
く
持
ち
、
神
の
声
が
聞
こ

え
な
く
な
る
と
い
う
。
確
か
に
自
分
の
事

に
精
一
杯
な
ら
ば
、
他
者
の
事
を
優
先
で

き
な
い
。
隣
人
愛
よ
り
自
己
愛
に
。
だ
か

ら
健
康
を
し
っ
か
り
守
る
よ
う
努
力
す
る

の
は
、
ひ
い
て
は
良
い
信
仰
を
成
り
立
た

せ
る
為
で
あ
り
、
他
者
を
優
先
し
な
い
と

い
う
怠
り
の
「
罪
」
に
は
な
ら
な
い
。
で

も
こ
れ
を
言
い
訳
に
し
て
は
い
け
な
い
ん

だ
ろ
う
な
ぁ
。

（
松
村
繁
彦
神
父
）

Sr.M.リドヴィナ

樫野登美子

訃

報

北
海
道
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
保
連
盟

新
任
教
職
員
研
修
会

北
海
道
カ
ト
リ
ッ
ク
中
高
連
盟

春
季
委
員
会
・
総
会

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
７
月
７
日
、

北
京
郊
外
の
盧
溝
橋
で
日
中
両
軍
い
ず
れ

か
の
発
砲
か
ら
始
ま
っ
た
偶
発
的
な
衝
突

は
、
日
本
軍
が
全
面
的
な
戦
闘
に
突
入
す

る
口
実
と
な
り
、
日
中
戦
争
（
１
９
３

７
年
７
月
～
１
９
４
５
年
８
月
）
の
契

機
と
な
っ
た
。
盧
溝
橋
事
件
と
も
呼
ば
れ

る
こ
の
日
を
心
に
止
め
、
遠
く
な
い
過
去

に
私
た
ち
の
国
が
犯
し
た
植
民
地
支
配
、

侵
略
戦
争
に
つ
い
て
の
反
省
に
立
っ
た
上

で
、
ア
ジ
ア
の
平
和
を
願
い
、
日
本
の
軍

拡
に
反
対
す
る
こ
と

を
目
的
に
札
幌
で
は

市
民
団
体
が
毎
年
７

月
７
日
に
集
い
、

「
７
．
７
平
和
集
会
」

を
開
催
し
て
い
た
。

39
回
目
を
迎
え
た

今
年
の
実
行
委
員
会

で
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
っ
た
。
パ
レ

ス
チ
ナ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
、
こ
こ
数
年
の
世

界
の
情
勢
は
、
ど
こ
か
で
戦
い
が
行
わ
れ
、

そ
れ
が
ど
こ
も
終
息
す
る
こ
と
な
く
、
続

い
て
い
る
。
盧
溝
橋
事
件
の
日
に
私
た
ち

は
ど
ん
な
平
和
を
願
う
の
か…

テ
ー
マ
が

な
か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

大
き
な
決
断
で
は
あ
っ
た
が
、
今
年
は
開

催
を
見
送
る
こ
と
と
し
、
平
和
へ
の
声
明

文
だ
け
は
出
そ
う
と
な
っ
た
。
そ
の
代
わ

り
で
は
な
い
が
、
来
年
で
平
和
集
会
は
40

回
目
を
迎
え
、
戦
後
80
年
に
な
る
た
め
、

節
目
の
年
に
し
よ
う
と
話
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
当
に
私
た
ち
の
社
会
は
、

戦
後
と
言
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
戦
後

80
年
を
感
じ
る
世
代
よ
り
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
報

道
か
ら
知
る
他
国
の
戦
い
が
気
に
な
る
世

代
が
増
え
て
い
る
。
戦
争
は
、
ど
こ
か
遠

い
国
の
出
来
事
で
あ
っ
て
、
日
本
に
い
る

私
た
ち
は
支
援
者
で
、
当
事
者
で
は
な
い

と
思
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

教
会
に
来
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
と
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
（
１
９
５

５
年
11
月
～
１
９
７

５
年
４
月
）
の
話
を

し
た
こ
と
は
な
い
。

私
自
身
も
ま
だ
子
ど

も
だ
っ
た
の
で
よ
く

知
ら
な
い
し
、
彼
ら

は
も
っ
と
若
い
世
代

な
の
で
詳
し
い
こ
と
を
知
ら
な
い
場
合
が

多
い
。
一
方
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
来
た

青
年
た
ち
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
国
内
に

起
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
今
年

２
月
、
国
軍
が
徴
兵
制
を
始
め
る
と
発
表

し
た
こ
と
に
伴
い
、
国
外
脱
出
を
決
意
し

た
人
が
増
え
、
い
つ
帰
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
日
本
で
暮
ら
し
始

め
て
い
る
人
も
い
る
。
平
和
旬
間
、
あ
な

た
は
ど
ん
な
平
和
を
願
い
、
祈
る
だ
ろ
う

か
。
（
札
幌
教
区
難
民
移
住
移
動
者
委
員

会
・
西

千
津
）

戦
後
80
年

三島心神父


